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令和４年度第３回江東区環境審議会会議録 

 

 

１ 日   時  令和４年１１月２９日（火）        午後１時５６分 開会 

                              午後２時３３分 閉会 

 

２ 場   所  江東区文化センター３階 第１・２研修室 

 

３ 出 席 者 ＜ ＞は欠席 

 (1) 会  長  柳   憲一郎（明治大学名誉教授） 

   副 会 長      長谷川   猛（元東京都環境局理事） 

   委  員 ＜芦 谷 典 子（東洋大学教授）＞ 

         奥   真 美（東京都立大学教授） 

        ＜村 上 公 哉（芝浦工業大学教授）＞ 

         市 川 英 治（東京商工会議所江東支部副会長） 

        ＜伊 藤 あすか（東京ガスネットワーク株式会社東京東支店支店長）＞ 

         中 島 宏 幸（東京電力パワーグリッド株式会社江東支社支社長） 

         田 中 真 司（区民公募委員） 

         新井田 有 慶（区民公募委員） 

         源 川 郁 夫（区民委員・江東区立中学校ＰＴＡ連合会長） 

         にしがき  誠（区議会・区民環境委員会委員長） 

         矢 次 浩 二（区議会・区民環境委員会副委員長） 

 (2) 幹  事  石 井 康 弘（環境清掃部長） 

         関 戸 佳 子（環境清掃部温暖化対策課長） 

         干 泥   香（環境清掃部環境保全課長） 

         瀧 澤   慎（環境清掃部清掃リサイクル課長） 

         瀧 川 久 輝（環境清掃部清掃事務所長） 

 

４ 議 題 

  （１）  「都市高速鉄道第８号線豊洲～住吉間建設事業」に係る環境影響評価調査

計画書に対する区長意見について 

  （２）  令和４年度カーボンマイナスこどもアクションの実績報告 

  （３）  地球温暖化防止設備導入助成事業における対象設備等の追加について 

  （４）  フードドライブ常設窓口の拡充について 

  （５）  江東区環境検定の実施について 
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  配付資料 

   資料１    江東区環境審議会委員名簿 

   資料２    「都市高速鉄道第８号線豊洲～住吉間建設事業」に係る環境影響評

価調査計画書に対する区長意見について 

   資料３    令和４年度カーボンマイナスこどもアクションの実績報告 

   資料４    地球温暖化防止設備導入助成事業における対象設備等の追加につい

て 

   資料５    フードドライブ常設窓口の拡充について 

   資料６    江東区環境検定の実施について 

   資料７    令和４年度第２回江東区環境審議会会議録（案） 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎開会 

１環境清掃部長  若干定刻より早いですが、皆さんお揃いになりましたので、これか

ら始めさせていただきます。環境清掃部長の石井です。よろしくお願いいたします。 

 本日はお忙しい中、御出席いただきまして、ありがとうございます。 

 今回は、新型コロナウイルスの関係で第８波に入っていると報道にもありますとおり、

感染者が増えてございますので、前回同様、Ｚｏｏｍアプリケーションを使用したウェブ

会議と併用で進めさせていただきたいと存じます。 

 本日も御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 それでは、ただいまより令和４年度第３回環境審議会を開催いたします。 

 初めに、進行に当たり、諸注意と委員の出欠状況について、事務局から報告させていた

だきます。 

２温暖化対策課長  温暖化対策課長の関戸でございます。 

 まず、諸注意を申し上げます。ウェブ参加の方へ本研修室の状況をお知らせするため、

３台のカメラを設置しております。１台目と２台目は研修室全体を、３台目は発言者の氏

名を文字で表示するように対応しております。 

 御発言の順番につきましては、まず、研修室より参加の委員とし、お手数ですが、挙手

をお願いいたします。事務局が挙手の状況を柳会長へお知らせいたしますので、柳会長か

らの御指名をお待ちください。研修室の次にウェブからの参加の委員とさせていただきま

す。こちらも柳会長からの御指名をお待ちください。 

 研修室での発言の際は、マイクは少し離して御利用いただきますよう、お願いいたしま

す。 

 また、会場の都合により、今回、資料のペーパーレス会議システムの利用には至りませ

んでしたので、御了承ください。 

 次に、委員の出欠状況について御報告いたします。 

 まず、研修室より御参加いただいている委員を御紹介いたします。 

 まず、柳会長。 

 次に、長谷川副会長。 

 次に、市川委員。 

 次に、中島委員。 

 次に、田中委員。 

 次に、新井田委員。 

 次に、にしがき委員。 

 次に、矢次委員。 

 以上の８名でございます。 

 また、２名の委員の方がウェブから御参加いただいております。 
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 それでは、ウェブから御参加の方へ接続状況の確認のため、お名前をお呼びいたします

ので、御返事いただければと存じます。 

 まず、奥委員、こちらの声は聞こえていますでしょうか。 

３奥委員  はい、聞こえています。よろしくお願いします。 

４温暖化対策課長  ありがとうございます。 

 次に、源川委員、いかがでございますでしょうか。 

５源川委員  はい、聞こえております。ありがとうございます。よろしくお願いしま

す。 

６温暖化対策課長  ありがとうございます。 

 なお、源川委員におかれましては、本日初めての出席となりますので、改めて皆様に御

紹介いたします。江東区立中学校ＰＴＡ連合会長の源川郁夫委員でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

７源川委員  よろしくお願いします。 

８温暖化対策課長  次に、本日の委員の出欠状況でございますが、芦谷委員、村上委

員、伊藤委員より欠席の連絡をいただいておりますので、出席者は１０名でございます。

従いまして、審議会開催の定足数を満たしておりますことを御報告いたします。 

 次に、本日１名の方から傍聴したい旨の申出がございましたので、これより傍聴人を入

室させます。 

９温暖化対策課長  次に、本日の資料についてでございますが、次第のとおりでござ

います。お手元に資料を御準備ください。過不足はございませんでしょうか。 

 事務局からは以上でございます。 

10環境清掃部長  それでは、これより議事に入りたいと思います。柳会長、よろしく

お願いいたします。 

11柳会長  分かりました。 

 それでは、まず、議事に先立ちまして、前回の令和４年度第２回の環境審議会の会議録

の承認について確認させていただきます。資料７を御覧ください。 

 この場でこの会議録につきまして、正式に御承認いただき、一般公開と区のホームペー

ジに掲載を行いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

12柳会長  それでは、第２回の会議録は御承認いただいたということにさせていただ

きます。 

 それでは、次第に従いまして、議事に移りたいと思います。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎議題１ 「都市高速鉄道第８号線豊洲～住吉間建設事業」に係る環境影響評価 

        調査計画書に対する区長意見について 

13柳会長  議題１、「都市高速鉄道第８号線豊洲～住吉間建設事業」に係る環境影響

評価調査計画書に対する区長意見について、事務局から説明をお願いいたします。 

14温暖化対策課長  温暖化対策課長でございます。着座にて失礼いたします。 

 まず初めに、このたび、区長意見の取りまとめにお力添えをいただきました専門委員会

の奥委員長、芦谷委員、長谷川委員、村上委員に御礼を申し上げたいと思います。 

 それでは、恐れ入りますが、資料２を御覧ください。 

 まず、１、概要です。このたびの調査計画書につき、本区の環境審議会からの答申を踏

まえ、意見を東京都知事へ提出いたしました。 

 次に、２、計画書の名称、３、事業者、４、環境影響評価の実施者につきましては、記

載のとおりでございます。 

 次に、５、事業概要ですが、本事業は、都市高速鉄道第８号線（有楽町線）として、現

在供用されている豊洲駅の江東区豊洲三丁目から、住吉駅の江東区住吉二丁目までの延長

約５.２キロの区間に都市高速鉄道を建設するものでございます。 

 次ページに行きまして、６、環境影響評価手続期日ですが、まず、公示日は９月１２日、

縦覧期間は２１日までで、温暖化対策課窓口、豊洲特別出張所を含め、区内９か所のほか、

東京都庁等でも縦覧され、区長意見の提出は１０月３日まででございました。 

 次に、７、江東区長意見提出のスケジュールでございますが、８月２９日に東京都知事

から江東区長へ意見照会がございまして、９月５日に江東区長から環境審議会へ諮問、続

いて審議会から専門委員会へ付託されました。９月１１日に縦覧につき区報掲載がなされ、

９月１２日より縦覧が開始されました。９月２０日に専門委員会から審議会へ回答、続い

て審議会から区長へ答申されました、９月２１日に縦覧が終了し、９月２８日には答申を

踏まえた区長意見を東京都に提出いたしました。 

 次に、８、環境影響評価手続の流れにつきましては、意見提出後の流れをお示ししたと

ころでございます。今回は調査計画書で、今後、評価書案、見解書、評価書と続きます。 

 次の３ページでございますが、路線経路の位置図、おめくりいただきまして、４ページ

は、環境に影響を及ぼすと予想される地域の図でございます。 

 ５ページ以降は、意見書の全文でございます。 

 主立った箇所につきましては、まず、全般事項につきましては、５ページ、①におきま

して、交通安全対策を、④にて、環境負荷低減対策を、７ページ、⑫におきまして、苦情

相談窓口の設置を求めております。次に、騒音・振動におきましては、８ページの③、発

生抑制に努めることを、地盤におきましては、９ページ①、地表陥没事故を踏まえ、より

丁寧で十分な調査を、その下段、水循環におきましては、地盤沈下への留意を求めており

ます。 
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 これらの本区からの意見を踏まえ、１０月３１日に開催されました東京都環境影響評価

審議会ではこれらが審議され、その結果につき、１１月７日に東京都知事から審査意見書

が本区へ送付されました。その内容は、調査計画書に係る周知地域区長の意見を勘案する

とともに、騒音・振動、地盤、水環境、廃棄物などの項目につきまして、留意することと

記載がありました。 

 私からの説明は以上でございます。 

15柳会長  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明について、まず、研修室から御意見、御質問がございました

ら、お願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

 中島委員、どうぞ。 

16中島委員  すみません、環境に関する質問ではなくて、直接の内容の確認ではない

ですが、今、発言してもよろしいですか。 

17柳会長  どうぞ。 

18中島委員  御説明ありがとうございます。これから建設される８号線に関しての意

見ということで、内容については非常に的を射ていてすばらしい内容だったと私も思って

ございます。これは事務局の方に確認をさせていただく流れになると思うんですけれども、

この次について、もし何かお考えがあればお伺いしたいと思ってございます。 

 今日は環境の場というところですけれども、地球温暖化対策というのを考えますと、な

かなかゼロのところから新しい施策を打つのは難しくて、多くのところでは、こういった

再開発とか、新しくつくるといったところを機に温暖化対策という施策をいろいろ打って

いくと思うんですけれども、この結果を踏まえて、先のところですけれども、同じく８号

線の再開発とかいうところの延長線で何か区として打つ施策というのはあるのか、あと、

今日の場ではないと思いますけれども、防災・レジリエンスといったところでもし何か情

報があれば教えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

19柳会長  ありがとうございます。事務局から何か御意見ございますか。 

20温暖化対策課長  温暖化対策課長でございます。 

 ８号線に係る全般事項につきましては、８号線に関する課というのがございますので、

一時的にはそこに全部８号線に関して集中化されているところでございます。 

 御指摘の温暖化対策については、まだ情報を得ていないところでございますけれども、

少なくとも担当課におきましては、この夏に周辺住民の方への周知とか、あと、ワークシ

ョップとかをやったと聞いておりますので、御提案いただいた内容につきましては、担当

課とも情報提供をさせていただき、今後の対応については調査、研究をさせていただきた

いと思っております。 

 以上でございます。 

21柳会長  どうぞ、中島さん。 

22中島委員  ありがとうございます。例えば地域のＺＥＢ化みたいなものは特に動き
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というのはあまりないでしょうか。 

23柳会長  具体的にはどういうことでしょうか。 

24中島委員  こういった地域の開発とか再開発するときに最近多くのところでやられ

ているのが、その地区で、ある程度限られたエリアでゼロカーボンを目指して、うまくシ

ステムをつくり直すことが今行われているかと思っていまして、そういった動きを区とし

てお考えかどうかという質問であります。 

25柳会長  ８号線の開発に伴ってということでしょうか。 

26中島委員  はい。 

27柳会長  それは先ほど事務局から説明があったように、担当課のほうで考えている

ということなんだろうと思います。これはまだアセスの計画書段階なので、法律でいうと

公文書段階ですので、今後、準備書が出てきて、その準備書の前に先立って住民の意見を

聞いたり、説明会があったり、公聴会があったりしますので、区の住民からの意見という

のはそこで反映することができるように手続的にはなっていますので、そういう場面で事

業者に対してＺＥＢ化を考えてくださいとか、いろいろな意見を申し出るということはあ

ると思いますし、江東区の担当のほうでもいろいろと検討はされていくだろうと思います

けど、詳細については、私は存じ上げません。 

28中島委員  ありがとうございました。 

29柳会長  それでは、ウェブ参加の委員の方、何かコメント等ありますでしょうか。 

30奥委員  柳会長、よろしいですか。 

31柳会長  奥委員、どうぞ。 

32奥委員  ありがとうございます。アセスの専門委員会の委員をさせていただいてお

りまして、区長意見をまとめるに当たって関わらせていただいたのですけれども、今、中

島委員の御発言が十分にクリアには聞き取れなかったのですけれども、温室効果ガスの排

出に係る、つまり、温暖化対策についてどのようにこの事業で踏まえられているかという

ことを尋ねたということですか。 

33中島委員  そのとおりです。まず、前段の確認というところが現段階というところ

なので、この先というところかと思いますけれども、今後、町、建物といったところでい

ろいろつくったり、つくり直したりしていく中で、温暖化対策というのを考えながら進め

ていくお考えがあるかどうかというのを確認させていただきました。なので、現段階で言

えば、これからの取り組みのところについての質問をさせていただきました。 

34奥委員  この事業においてということですか。 

35中島委員  そうですね。この８号線を機にというところになると思います。 

36奥委員  はい。柳会長、よろしいですか。 

37柳会長  どうぞ。 

38奥委員  今、手元に計画書がございまして、これを改めて確認しますと、今回は、

温室効果ガスについては、この計画書では項目として選定されていないんです。 
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 その理由としては、工事の施工中において、建設、機械等の稼働によって温室効果ガス

の排出はあるが、限られた事業用地内の稼働で同時稼働台数が少ないので、本事業による

影響は小さいと考えられると。それから、工事用車両の走行による温室効果ガスについて

は、現況交通量に対する工事用車両の割合は小さく、温室効果ガスの発生量に著しい影響

を及ぼすことはないと。あと、工事の完了後ですけれども、鉄道はエネルギー効率が高く、

運輸部門において輸送量当たりのＣＯ２排出量が最も小さい輸送機関であることから、整

備によるＣＯ２排出量の削減が期待されるので、環境影響評価の項目として選定しないと

当書ではなっております。 

 なので、今、中島委員がおっしゃった、例えば駅舎ですよね、建物の建設と、それから、

使用に伴う温室効果ガスというのは、今回これは鉄道事業なので、そこは入っていないと

いう整理なんだろうと思います。 

39中島委員  すみません、ありがとうございました。 

40柳会長  よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、議題１については了承したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

41柳会長  ありがとうございます。それでは、議題１は了承いたしたいと思います。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎議題２ 令和４年度カーボンマイナスこどもアクションの実績報告 

42柳会長  続きまして、議題２、令和４年度カーボンマイナスこどもアクションの実

績報告について、事務局から説明をお願いいたします。 

43温暖化対策課長  温暖化対策課長でございます。資料３を御覧ください。 

 まず、１、取り組み状況でございますが、６月の環境月間に合わせて、区立小学校及び

義務教育学校の５、６年生がカーボンマイナスこどもアクションに参加し、家庭での二酸

化炭素の削減に１か月間取り組むものでございます。 

 今年度は４５校が参加、対象者７,４９０人中６,６７２人が取り組みました。その結果、

１か月間で総量１７１トン、１人当たり平均２５.６キログラムの二酸化炭素の削減をし

たところでございます。また、希望のありました２校で、東京ガスネットワーク株式会社

様と協働で、「地球温暖化と再生可能エネルギー」をテーマにした出前授業を実施いたし

ました。次に、２、表彰校でございます。最優秀賞が毛利小学校で昨年から２年続くもの

でございます。また、優秀賞が４校、入賞が３校でございました。お示ししてあります写

真につきましては、後述の表彰式における最優秀賞と優秀賞の代表児童による集合写真で

ございます。裏面に行きまして、３、経過では、４月に全小学校園に協力を依頼し、５月

に学校から児童へ記録シートを配付、６月に児童が取り組みまして、７月にその記録シー

トを回収し、９月に表彰校が決定、１０月に毛利小学校の５、６年生全児童と優秀賞４校

の代表児童へ表彰式と講演会を江東区文化センター・レクホールで実施いたしました。表
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彰式では、会場の定員の都合上、江東エコライフ協議会を代表いたしまして、長谷川副会

長に御出席いただきました。講演会の内容と講師につきましては、次ページのとおりでご

ざいます。入賞３校へは、別途、各学校で賞状を授与いたしました。１１月には、表彰式

等の写真やチェックシートの展示を区役所２階エレベーター前及びららぽーと豊洲で公開

いたしました。次に、４、贈呈品及び参加賞では、最優秀賞と優秀賞として、木製の賞状、

トロフィーを授与、副賞としては、江東区役所屋上産蜂蜜４キログラムを贈呈いたしまし

た。また、入賞としては賞状を授与しました。そして、参加者児童全員でございますけれ

ども、参加賞として、木製モニタークリーナースティックを、１月頃をめどに配付する予

定でございます。なお、これは学校から児童へ貸与されているパソコンの画面を拭くもの

でございます。今後も本事業を通じまして、環境に関する知識と行動の定着を図ってまい

りたいと存じます。 

 説明は以上でございます。 

44柳会長  御説明ありがとうございました。それでは、研修室のほうでどなたか御質

問等あればお願いいたします。 

 新井田委員、どうぞ。 

45新井田委員  今、御説明あった最優秀賞の毛利小学校は具体的にどのようなテーマ

の取り組みがあったのでしょうか。いくつか御説明いただきますと助かります。どういう

ことをされたのか。 

46温暖化対策課長  温暖化対策課長でございます。 

 本日、記録シートの実物が載っていないので、申し訳ないですけれども、各校に記録シ

ートというのをお配りしまして、その記録シートの中に、例えばお風呂につきましては、

間を置かずに皆さんで入ろうとか、人がいないところの電気は消そうとか、あと、テレビ、

照明等につきましては、節電に努めようという内容につきまして、まず、いろいろな項目

を縦に設けまして、横に日付が入っておりまして、子供たちはこれができましたというと

ころで丸をつけるような表になっておりますので、それは後でお見せしようかと思います。

そのシートを各校から対象者の児童にお配りいたしまして、毎日これを皆さんやりましょ

うということで学校から御案内していただくと。１か月たった状況で丸とかついていない

ものもございますので、そのシートを集めて、うちのほうで、どの学校の子が一番丸つい

ていたかと計算しまして、その取り組み状況を計算して、１人当たり何キログラムの二酸

化炭素を排出するのかというものを全校にお願いしているところです。 

 毛利小学校につきましては、全員参加ということで取り組んで、しかもほとんど毎日全

員やっていただいたというのが確認されましたので、その点から最優秀校になったと考え

ております。以上です。 

47新井田委員  ありがとうございました。 

48柳会長  それでは、ウェブ参加の方、何かありますでしょうか。よろしいでしょう

か。 
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 特にウェブ参加のほうでは御意見がないようですが、議題２については了承いただけま

すでしょうか。 

49柳会長  ありがとうございます。それでは、議題２は了承いたします。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎議題３ 地球温暖化防止設備導入助成事業における対象設備等の追加について 

50柳会長   続きまして、議題３、地球温暖化防止設備導入助成事業における対象設

備等の追加について、事務局から説明をお願いいたします。 

51温暖化対策課長  温暖化対策課長でございます。資料４でございます。 

 １、概要といたしましては、ゼロカーボンシティの表明に当たりまして、区民の省エネ

対策に向けた取り組みを一層促す必要があるため、電気自動車等充電設備への助成を今般

開始するものでございます。２、助成対象者につきましては、記載のとおりでございます。

３、その他でございますけれども、令和４年度補正予算において、次世代自動車購入助成

費用と合わせまして、２,２５０万円の増額が１０月２１日に決定いたしました。 

 現在、詳細につきましては詰めているところでございますけれども、めどといたしまし

て、開始の時期は１月、また、その助成金額につきましては、先行自治体の事例を踏まえ

まして、上限を普通充電では１０万円、急速充電では５０万円を、今、予定しているとこ

ろでございます。 

 詳細が決まり次第、区報、ホームページ、ＳＮＳ等を活用いたしまして、周知を図って

いきたいと存じます。説明は以上でございます。 

52柳会長  ありがとうございました。 

 ただいまの説明について、研修室から何か御質問があればお願いいたします。 

 特になければ、ウェブのほうで何か御質問ございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、特段御意見がないようですので、議題３について了承したいと思いますけれ

ども、よろしいでしょうか。 

53柳会長  ありがとうございます。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎議題４ フードドライブ常設窓口の拡充について 

54柳会長  それでは、続きまして、議題４、フードドライブ常設窓口の拡充について、

事務局から説明をお願いいたします。 

55清掃リサイクル課長  清掃リサイクル課長の瀧澤でございます。私から、フードド

ライブ常設窓口の拡充について御説明いたします。こちらは今般の補正予算におきまして、

予算が承認されましたため、御報告するものでございます。資料５をお願いいたします。 

 初めに、１、概要といたしまして、「ゼロカーボンシティ江東区」の実現に向けて、よ

り多くの区民から余剰食品を回収し、ごみの減量につなげるため、フードドライブの常設
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回収窓口を拡充するものであります。２、事業内容でございますが、現在、区役所の清掃

リサイクル課及び有明にあります無印良品東京有明の２か所で窓口を開設しておりますが、

これに加えまして、区内にある文化センター８施設、また、スポーツセンター等７施設の

計１５か所をフードドライブの常設窓口として新たに開設するものでございます。各施設

で受け取りました食品は、フードバンク団体でありますＮＰＯ法人セカンドハーベスト・

ジャパンへ提供いたします。こちらのセカンドハーベスト・ジャパンから都内の福祉団体、

また、食料を必要とする世帯へ提供するものになってございます。３、窓口の開設時期と

いたしましては、記載のとおり、令和５年１月からを予定しているところでございます。 

説明は以上でございます。 

56柳会長  ありがとうございます。 

 それでは、研修室から何か御意見ございますでしょうか。 

 それでは、ウェブのほうで何か御意見ございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、議題４については了承したいと思います。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎議題５ 江東区環境検定の実施について 

57柳会長  続きまして、議題５、江東区環境検定の実施について、事務局から御説明

をお願いいたします。 

58温暖化対策課長  温暖化対策課長でございます。それでは、資料６をお願いいたし

ます。１、概要でございますけれども、「ゼロカーボンシティ江東区」の実現を目指すに

当たりまして、地球温暖化・エネルギー対策の推進、資源循環型地域社会の形成、自然と

の共生など、環境に関する基礎的な知識を身につけることで、区民の環境意識の向上を図

るため、環境について体系的に身につける環境検定を実施するものでございます。２、事

業概要でございますが、対象者は区内在住、在学、在勤の定員５,０００名、受検日程は

記載のとおりで、受検料は無料でございます。受検方式はオンラインで、期間中２４時間

受検可能、検定問題は二者択一の全６０問でございます。６割以上の得点で合格とし、オ

ンラインで認定証を発行でき、９割以上の高得点者には、別途、表彰状を送付いたします。

３、スケジュールでございますが、１０月１日に区報及びポスター、リーフレットで告知

を開始いたしました。公式サイトで検定対策の問題を公開し、１０月５日から募集を開始

いたしまして、１１月４日に募集を締め切りました。１１月２５日から１２月４日までオ

ンライン検定を実施し、１２月１４日に検定結果を公表し、６割以上の得点者にオンライ

ンで認定証を発行します。２月上旬に９割以上の得点者に表彰状を送付いたします。 

 江東区環境検定でございますけれども、今年度から新たに開始いたしました２３区初と

なる取り組みでございます。主に中学生以上を対象としておりまして、先ほどのカーボン

マイナスこどもアクションの次の段階として、環境に関する知識と行動のさらなる定着を

図ってまいりたいと考えているところでございます。なお、申込者の状況でございますけ
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れども、残念ながら定員の５,０００名には至らず３,８００名程度でございました。現在、

受検期間中でございまして、約半数ほどの受検が済んでいるところでございます。 

 説明は以上でございます。 

59柳会長  ありがとうございました。 

 江東区環境検定について何か御意見ございますでしょうか。まず、研修室のほうでどな

たかいますか。 

 それでは、ウェブのほうではいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 特に御質問がないようですので、議題５についても承認するということでよろしいでし

ょうか。 

60柳会長  ありがとうございます。 

 一応、事務局のほうで用意した議題は以上で全てですが、何かこの際、御発言等ござい

ましたら、お願いいたします。よろしいでしょうか。 

 新井田委員、どうぞ。 

61新井田委員  昨年度の１１月の報告で、チーム江東・環境配慮推進計画というもの

がありましたけど、それの実績報告等がされたように、私、記憶があるのですけど、今年

は計画の実績はいかがでございますか。 

62柳会長  ありがとうございます。それでは、事務局のほうで何か補足ありますか。 

63温暖化対策課長  温暖化対策課長でございます。チーム江東・環境配慮推進計画の

報告につきましては、まずは議会に先に御報告すべき案件と存じておりますので、区民環

境委員会に御報告が終わりましてから、こちらのほうでの御報告になるかと思います。 

 以上です。 

64柳会長  ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

65新井田委員  では、次回ということですね。 

66柳会長  ほかに何か御発言ございますか。 

 中島委員、どうぞ。 

67中島委員  すみません、その他ということで確認させていただきたいと思います。 

 ２０３０年に向けての温暖化施策というところでいくと、前回か前々回にたしか報告が

あったと思うんですけれども、その後、何か新たな取り組みで、もしお考えみたいなこと

があれば教えていただければと思います。前回の数値でいくと２０３０年の数値目標達成

はかなり厳しいのではないかと考えておりまして、もし何かお考えがあれば教えていただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。 

68柳会長  どうぞ。 

69環境清掃部長  環境清掃部長、石井です。 

 ２０３０年までの目標を設定して、区では、最終的に２０５０年にゼロカーボンを目指

すという宣言をしているわけですけど、今回、２０３０年、２０５０年に向けて、区、区

民、事業者、この３者が連携するような形でロードマップを今後策定しようと考えてござ
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います。なかなか区だけでゼロカーボンに持っていくというのは非常に難しいことで、国

の施策、それから東京都の連携といったものも踏まえつつ、区民や事業者の方にどういう

形で参加していただくのか、どういうことを実行するのか、どういう数値に向けて今後進

めていったらいいのかといった内容について、今後、会議体を設けて検討して、それを公

表していく考えでございます。 

70中島委員  ありがとうございました。 

71柳会長  ありがとうございました。 

 それでは、よろしいでしょうか。本日、用意された議題はこれで全て終了ということに

なります。それでは、議事は終了いたしますので、次回の日程について、事務局から報告

をお願いいたします。 

72温暖化対策課長  次回の日程でございます。令和４年度の第４回環境審議会につき

ましては、令和５年３月１６日木曜日、１４時から、場所は江東区文化センター６階、こ

こは３階なんですけど、次回は６階の第２・３会議室でございます。後日、文書にて御案

内させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

73柳会長  ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、本日の審議会を閉会いたします。どうもありがとうござ

いました。 

 

午後２時３３分閉会 


